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1996 年から 2009 年の間に筑波大学附属病院および国立病院機構霞ヶ浦医療センターにおいて手
術的に切除され、包括同意の得られた卵巣粘液性腫瘍 117例(良性病変である粘液性腺腫 43例、粘
液性境界悪性腫瘍 40例および、粘液性腺癌 34例)について、OCIAD2, OCIAD1 および CEA の免疫染
色を施行し、染色性の評価および悪性度との相関について臨床学的な情報との比較を含めて検討し












した。この傾向は OCIAD1, CEA についても同様で、粘液性腺癌の 70％以上が陽性を示していた。
OCIAD2, OCIAD1および CEA の発現は、腫瘍の悪性度が増すにつれて統計学的有意差を持って増加し
ていた。また、各免疫染色での染色性には相関がみられた(OCIAD2と OCIAD2では R=0.349、OCIAD2
と CEAでは R=0.338、OCIAD1 と CEAでは R=0.279)。腺腫においては OCIAD2に 6例(14％)、OCIAD1
に 21 例(49％)、CEA に 0 例(0％)が陽性を示したのに対して、境界悪性以上の腫瘍ではそれぞれ、




の陽性率が上昇する特徴があった。それぞれのバイオマーカーの染色態度と FIGO の stage との関
係、腫瘍径との関係は統計学的な有意差はみられないが、OCIAD2のみが stage III, IVで他のバイ
オマーカーより陽性頻度が高い傾向にあった。また腫瘍径については 10cm 以下の腫瘍で CEA の陽
性頻度が低い傾向にあった。同一腫瘍内においても、上皮の平坦な部位に比べて乳頭状増殖部や間
質浸潤部など悪性形質を代表する部位において強い陽性像を認めた。OCIAD1 や CEA と比べても、
OCIAD2は他のマーカーに比べて卵巣粘液性腫瘍により特異的に染色された。  
(考察) 













 平成 25 年 11 月 12 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
